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信
濃
川
と
調
和
の
と
れ
た
歴

史
文
化
ゾ
ー
ン
の
中
核
施
設
と

し
て
、
本
市
の
縄
文
か
ら
現
代

ま
で
の
歴
史
を
分
か
り
や
す
く

展
示
す
る
「
郷
土
歴
史
博
物
館

（
仮
称
）」
の
建
物
・
展
示
の
実

施
設
計
と
、
用
地
取
得
・
土
地

造
成
を
行
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

地
域
の
活
動
・
交
流
・
学
習

の
場
と
し
て
建
設
を
進
め
て
き

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、

現
在
建
設
中
の
、
北
地
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

が
来
年
１
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る

こ
と
に
よ
り
、
市
内
全
８
地
区

へ
の
整
備
が
完
了
し
ま
す
。

中
学
校
区
ご
と
に
建
設
を
進

め
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ

ス
は
、
こ
と
ぶ
き
荘
を
改
修
し
、

寄
居
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス

（
仮
称
）
と
し
、
は
な
み
ず
き

１
に
竹
尾
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ

ス
（
仮
称
）
を
建
設
し
ま
す
。

市
民
芸
術
文
化
会
館

年
間
５
回
の
東
京
交
響
楽
団

定
期
演
奏
会
や
、
チ
ュ
ー
リ

ヒ
・
ト
ー
ン
ハ
レ
管
弦
楽
団
演

奏
会
を
は
じ
め
、
音
楽
・
演

劇
・
能
楽
な
ど
、
多
彩
に
文
化

を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
同
館
周
辺
の
空
中
庭

園
ブ
リ
ッ
ジ
な
ど
の
整
備
を
完

了
し
ま
す
。

市
制
施
行
１
１
０
周
年

記
念
事
業
を
開
催

市
制
施
行
１
１
０
周
年
を
迎

え
る
こ
と
か
ら
、
記
念
式
典
を
行

う
ほ
か
、
全
国
レ
ベ
ル
の
大
会

で
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
て
い

る
芸
能
団
体
・
個
人
な
ど
が
一

弁
天
線
は
、
笹
出
線
か
ら
新

潟
亀
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間

の
事
業
化
が
決
ま
り
、
架
け
替

え
工
事
中
の
弁
天
橋
を
含
め
た

全
区
間
で
の
４
車
線
化
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

Ｗ
杯
サ
ッ
カ
ー
に
向
け
て
建

設
が
進
む
万
代
橋
下
流
橋
に
接

続
す
る
道
路
と
し
て
、
秣
川
岸

通
線
な
ど
の
整
備
を
引
き
続
き

行
い
ま
す
。
幹
線
道
路
で
は
、

新
通
線
や
寺
尾
線
、
河
渡
線
な

ど
の
整
備
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

歩
行
者
優
先
の
道
路
整
備

歩
行
者
優
先
の
、
歩
く
楽
し

さ
が
感
じ
ら
れ
る
道
路
を
整
備

し
よ
う
と
、
ふ
れ
あ
い
散
策
ロ

ー
ド
と
し
て
オ
ギ
ノ
通
り
な
ど

を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
白
山

駅
か
ら
陸
上
競
技
場
や
市
民
芸

術
文
化
会
館
へ
の
歩
行
者
道
と

し
て
、
同
駅
か
ら
越
後
線
に
沿

っ
て
や
す
ら
ぎ
堤
ま
で
の
区
間

を
整
備
し
ま
す
。

Ｗ
杯
サ
ッ
カ
ー
開
催
に
向
け

総
合
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
進
む

２
０
０
２
年
に
開
催
さ
れ
る

Ｗ
杯
サ
ッ
カ
ー
関
連
で
は
、
会

場
と
な
る
総
合
ス
タ
ジ
ア
ム
を

含
む
鳥
屋
野
潟
総
合
運
動
公
園

の
整
備
を
、
県
と
と
も
に
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
10
カ
国
語

の
語
学
講
座
や
子
ど
も
Ｗ
杯
展

を
開
催
し
ま
す
。

国
際
拠
点
都
市
と
し
て
の

整
備
を
推
進

日
本
海
側
の
国
際
交
流
拠
点

と
し
て
、
港
や
空
港
の
整
備
と

機
能
強
化
を
国
・
県
と
共
に
推

進
し
て
い
く
ほ
か
、
県
の
行
う

万
代
島
の
再
開
発
事
業
に
協
力

し
て
い
き
ま
す
。

ハ
ル
ピ
ン
友
好
20
周
年
事
業

ハ
ル
ピ
ン
市
と
の
友
好
都
市

提
携
20
周
年
事
業
と
し
て
、
天

寿
園
に
立
体
花
壇
を
設
置
す
る

ほ
か
、
大
気
環
境
測
定
機
器
と

テ
レ
メ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
を
ハ

ル
ピ
ン
市
に
供
与
し
、
ま
た
市

民
友
好
の
翼
の
派
遣
と
受
け
入

れ
な
ど
を
行
い
ま
す
。

中
小
企
業
へ
の
制
度
融
資
拡
充

厳
し
い
経
済
状
況
の
中
、
中

小
商
工
業
者
の
経
営
を
支
援
す

る
た
め
、
経
営
支
援
特
別
融
資

を
４
月
以
降
も
期
間
を
延
長
し

て
行
う
ほ
か
、
中
小
企
業
開
業

資
金
の
償
還
期
間
の
延
長
や
無

担
保
無
保
証
人
融
資
の
限
度
額

を
引
き
上
げ
る
な
ど
、
制
度
融

施
設
「
ア
ク
ア
パ
ー
ク
（
仮
称
）」

を
整
備
し
ま
す
。
ア
ク
ア
ガ
ー

デ
ン
（
水
着
で
入
る
温
浴
プ
ー

ル
）、
浴
場
、
大
広
間
な
ど
を
備

え
た
総
合
温
浴
施
設
で
す
。

市
立
の
全
学
校
に

パ
ソ
コ
ン
の
配
置
完
了

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
親
し
む

環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

に
進
め
て
き
た
、
市
立
の
小
・

中
・
高
校
と
養
護
学
校
へ
の
パ

ソ
コ
ン
の
配
置
が
完
了
し
ま
す
。

中
学
校
と
市
立
高
校
の
全
校

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
接
続
し

ま
す
。

音
楽
教
育
の
推
進

県
大
会
以
上
に
出
場
す
る
、

市
立
の
小
・
中
学
校
音
楽
部
に
、

体
育
大
会
並
み
の
基
準
で
助
成

金
を
支
給
し
ま
す
。

こ
ど
も
コ
ン
サ
ー
ト
（
市
内

全
小
学
５
年
生
対
象
の
東
京
交

響
楽
団
演
奏
会
）
を
昨
年
に
引

き
続
き
開
催
し
ま
す
。

全
国
中
学
校
体
育
大
会

夏
季
大
会
へ
の
助
成

８
月
に
本
市
を
会
場
と
し
て

行
わ
れ
る
、
サ
ッ
カ
ー
と
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
の
全
国
中
学
校
体
育

大
会
に
対
し
助
成
し
ま
す
。

同
大
会
に
合
わ
せ
、
太
夫
浜

サ
ッ
カ
ー
場
（
仮
称
）
を
太
夫

浜
埋
立
処
分
地
跡
地
に
建
設
し

ま
す
。

入
舟
小
学
校
校
舎
全
面
改
築

老
朽
化
に
伴
い
入
舟
小
学
校

校
舎
を
全
面
改
築
し
ま
す
。
ま

た
、
上
所
小
学
校
・
坂
井
輪
中

学
校
な
ど
10
校
を
大
規
模
改
造

し
ま
す
。

新
潟
青
陵
看
護
福
祉
心
理
大
学

創
設
費
の
助
成

看
護
・
福
祉
心
理
の
人
材
育

成
を
目
的
に
建
設
さ
れ
る
、
新

潟
青
陵
看
護
福
祉
心
理
大
学

（
仮
称
）
の
創
設
費
を
助
成
し

ま
す
。
水
道
町
に
４
年
制
の
大

学
と
し
て
、
平
成
12
年
４
月
に

開
学
予
定
で
す
。

検
索
な
ど
の
デ
ー
タ
を
一
元
化

す
る
こ
と
で
、
利
用
者
へ
の
サ

ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

西
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

屋
内
プ
ー
ル
建
設
へ

西
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

屋
内
プ
ー
ル
の
建
設
に
着
手
し

ま
す
。
６
コ
ー
ス
と
れ
る
25
メ

ー
ト
ル
の
一
般
用
プ
ー
ル
と
幼

児
用
プ
ー
ル
を
設
置
し
ま
す
。

西
海
岸
公
園
市
営
プ
ー
ル
の
屋

内
プ
ー
ル
を
多
目
的
プ
ー
ル
に

改
築
す
る
た
め
、
実
施
設
計
を

行
い
ま
す
。

焼
却
余
熱
利
用
施
設

「
ア
ク
ア
パ
ー
ク
」
建
設
へ

新
田
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
ご
み

の
焼
却
余
熱
を
利
用
し
た
温
浴

資
を
さ
ら
に
充
実
し
ま
す
。

商
店
街
に
ぎ
わ
い
回
復
作
戦

地
域
の
独
自
性
を
生
か
し
た

新
し
い
商
店
街
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
商
店
街
が
行
う
研
修

会
や
研
究
に
助
成
を
行
う
ほ
か
、

商
店
街
の
空
き
店
舗
を
活
用
し

た
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
市
中
心
市
街
地
の
活

性
化
を
図
る
た
め
基
本
計
画
の

策
定
に
着
手
し
ま
す
。

新
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ

「
ホ
ワ
イ
ト
阿
賀
」
を
全
国
発
信

新
潟
か
ら
全
国
発
信
で
き
る

園
芸
銘
産
品
と
し
て
新
テ
ッ
ポ

ウ
ユ
リ
「
ホ
ワ
イ
ト
阿
賀
」
の

育
苗
・
生
産
・
流
通
な
ど
を
支

援
し
ま
す
。

総
合
卸
売
セ
ン
タ
ー
整
備

平
成
17
年
度
に
一
部
オ
ー
プ

ン
を
予
定
し
て
い
る
総
合
卸
売

セ
ン
タ
ー
周
辺
の
道
路
整
備
や

関
連
施
設
の
用
地
取
得
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
市
場
を
運
営
し

て
い
く
シ
ス
テ
ム
を
策
定
し
ま

す
。監

査
の
補
完
と
強
化

外
部
監
査
制
度
を
導
入

こ
れ
ま
で
の
監
査
委
員
に
よ

る
監
査
制
度
を
補
完
・
強
化
す

る
た
め
、
専
門
的
な
知
識
を
持

ち
市
の
組
織
に
属
さ
な
い
独
立

し
た
立
場
に
あ
る
人
と
契
約
を

締
結
し
て
行
う
、
外
部
監
査
制

度
を
導
入
し
ま
す
。

衛
生
試
験
所
を
小
新
の
旧
食

肉
セ
ン
タ
ー
跡
地
へ
移
転
新
築

し
、
検
査
体
制
を
よ
り
強
化
し

ま
す
。

電
子
顕
微
鏡
の
導
入
に
よ
り
、

食
中
毒
・
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
な

ど
の
ウ
イ
ル
ス
検
査
が
可
能
に

な
る
ほ
か
、
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ

ラ
フ
質
量
分
析
装
置
の
導
入
に

よ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
環
境
ホ
ル

モ
ン
」
や
有
害
大
気
汚
染
物
質

の
検
査
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

総
合
福
祉
会
館
で
事
業
開
始

３
月
９
日
に
オ
ー
プ
ン
す
る

総
合
福
祉
会
館
に
、
新
年
度
か

ら
障
害
者
な
ど
の
総
合
相
談
窓

口
を
開
設
し
ま
す
。
ま
た
送
迎
、

介
護
、
給
食
、
入
浴
な
ど
を
行

う
身
体
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
や
、
機
能
訓
練
用
プ
ー
ル

を
使
っ
た
高
齢
者
水
中
健
康
教

室
な
ど
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

特
養
な
ど
の
福
祉
施
設

建
設
費
を
助
成

高
齢
者
福
祉
施
設
の
整
備
で

は
、
市
内
16
番
目
の
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
「
う
ち
の
寿
園
」

の
ほ
か
、
老
人
保
健
施
設
、
ケ

ア
ハ
ウ
ス
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
建
設
費
を
助
成

し
ま
す
。

ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
「
愛
宕
の
園
」、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
サ
ン
パ
レ
ス

中
野
山
」
「
逢
谷
内
」
「
て
ら

お
」
、
老
人
保
健
施
設
「
健
や

下
水
道
の
普
及
率
は
、
農
業

集
落
排
水
な
ど
を
含
め
る
と
、

昨
年
に
比
べ
て
４
・
０
％
増
の

65
・
３
％
に
達
す
る
見
込
み
で

か
園
」
「
あ
か
つ
か
苑
」
が
完

成
し
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
を
建
設

市
営
住
宅
藤
見
町
団
地
内
に
、

母
子
生
活
支
援
施
設
と
併
せ
て

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
藤

見
」
を
、
本
町
通
１
番
町
に
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
本

町
」
を
、
平
成
12
年
度
の
完
成

を
目
指
し
て
建
設
し
ま
す
。

利
用
は
、
土
・
日
曜
日
の
サ

ー
ビ
ス
を
順
次
実
施
す
る
ほ
か
、

重
度
の
人
を
中
心
に
週
２
回
の

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
い
ま
す
。

ヘ
ル
パ
ー
派
遣
を
充
実

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
は
、
派
遣

世
帯
数
・
回
数
と
も
に
拡
充
し

ま
す
。
従
来
週
１
回
で
あ
っ
た

入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
、
希
望
者
に

は
週
２
回
提
供
し
ま
す
。
24
時

間
介
護
の
必
要
な
全
身
性
障
害

者
を
対
象
に
、
夜
間
派
遣
し
て

い
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
に
つ
い

て
は
、
派
遣
時
間
を
１
日
２
時

間
か
ら
３
時
間
に
拡
大
し
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
導
入
に
向
け

て
、
民
間
事
業
者
に
も
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
や
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
事
業
を
委
託
し
ま
す
。

介
護
保
険
制
度

導
入
に
向
け
て
準
備

平
成
12
年
４
月
か
ら
施
行
さ

れ
る
介
護
保
険
制
度
の
円
滑
な

実
施
に
向
け
て
、
介
護
保
険
課

を
新
設
し
、
準
備
要
介
護
認
定

の
実
施
、
介
護
保
険
事
業
・
老

人
保
健
福
祉
計
画
の
策
定
な
ど

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
に
助
成

今
年
11
月
に
運
行
を
予
定
し

て
い
る
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
の

購
入
費
を
助
成
し
ま
す
。
同
バ

ス
は
、
新
潟
駅
か
ら
総
合
福
祉

会
館
前
を
通
り
、
昭
和
大
橋
を

経
由
し
て
入
船
営
業
所
に
至
る

路
線
に
４
台
導
入
さ
れ
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
充
実

保
育
料
に
つ
い
て
は
、
３
人

以
上
が
一
緒
に
保
育
園
に
入
園

し
て
い
る
場
合
、
現
在
10
分
の
１

と
な
っ
て
い
る
第
３
子
以
降
の

保
育
料
を
無
料
化
し
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
の
情
報
提
供

や
子
育
て
指
導
を
専
門
的
に
行

う
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

を
、
市
立
の
白
山
保
育
園
に
整

備
し
ま
す
。

母
子
生
活
支
援
施
設
を
整
備

藤
見
母
子
寮
を
母
子
生
活
支

援
施
設
に
改
築
し
、
生
活
・
就
労

指
導
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
同

施
設
に
は
、
夫
の
暴
力
か
ら
の

保
護
な
ど
、
近
年
の
母
子
福
祉

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
、

緊
急
一
時
保
護
専
用
居
室
を
２

部
屋
配
置
し
ま
す
。

急
患
診
療
セ
ン
タ
ー
の
整
備

衛
生
試
験
所
の
移
転
後
を
、

急
患
診
療
セ
ン
タ
ー
に
改
修
し

ま
す
。

す
。下

水
道
整
備
と
一
体
と
な
っ

て
い
る
雨
水
対
策
は
、
白
山
公

園
ポ
ン
プ
場
の
ポ
ン
プ
増
設

（
２
台
↓
３
台
）
や
坂
井
輪
・

白
山
・
関
屋
排
水
区
な
ど
の
雨

水
幹
線
管
の
整
備
、
中
部
下
水

処
理
場
の
改
修
な
ど
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
真
砂
・
五
十
嵐
小

学
校
、
松
浜
中
学
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
地
下
に
雨
水
貯
留
浸
透
施

設
を
整
備
し
ま
す
。

老
朽
化
の
進
む
鳥
屋
野
浄
水

場
代
替
施
設
と
し
て
、
祖
父
興

野
に
建
設
予
定
の
信
濃
川
浄
水

場
（
仮
称
）
は
、
平
成
12
年
度

の
建
設
着
手
に
向
け
て
実
施
設

計
を
進
め
ま
す
。

気
象
情
報
が
す
ぐ
分
か
る

市
内
全
域
に
測
定
局
設
置

雨
量
な
ど
の
気
象
情
報
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
把
握
す
る
測
定

局
を
、
既
存
の
10
局
に
４
局
加

え
る
こ
と
で
、
市
内
全
域
を
網

羅
し
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
に
、

地
区
別
の
被
害
情
報
を
迅
速
に

集
約
す
る
た
め
、
地
理
情
報
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。

「
自
然
共
生
空
間
」
創
造
へ

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定

「
自
然
共
生
空
間
」
と
し
て
、

良
好
な
自
然
環
境
を
保
全
し
、

復
元
・
創
造
し
て
い
く
た
め
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
ま
す
。

佐
潟
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
実
施
し
て
き
た
水
質
調
査
な

ど
の
結
果
を
解
析
・
検
討
し
、

「
佐
潟
周
辺
自
然
環
境
保
全
計

画
」
の
策
定
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
佐
潟
の
生
態
系
の
変
化
を

監
視
す
る
た
め
に
生
物
基
礎
調

査
（
魚
類
、
底
生
動
物
、
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
類
）
を
実
施
し
ま
す
。

地
区
別
の
緑
化
計
画
策
定
へ

や
す
ら
ぎ
堤
の
緑
化
な
ど

緑
の
基
本
計
画
の
地
区
別
整

備
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
す
る
ほ

か
、
古
町
周
辺
地
区
に
お
い
て

は
、
連
続
性
の
あ
る
緑
の
創
出

を
図
る
た
め
、
住
民
と
共
に
緑

と
花
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

信
濃
川
左
岸
の
や
す
ら
ぎ
堤

は
、
Ｂ
Ｓ
Ｎ
新
潟
放
送
か
ら
明

訓
高
校
ま
で
を
緑
地
と
し
て
整

備
し
、
右
岸
に
つ
い
て
も
万
代

橋
か
ら
昭
和
大
橋
ま
で
緑
地
整

備
の
設
計
に
入
り
ま
す
。

青
山
海
岸
の
一
角
を
「
コ
ー

ス
タ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ゾ

ー
ン
」（
魅
力
あ
る
海
辺
空
間
）

と
し
て
、
海
浜
緑
地
の
整
備
に

着
手
し
ま
す
。

循
環
型
社
会
形
成
へ

エ
コ
ー
プ
ラ
ザ
に
ガ
ラ
ス
工
房

び
ん
・
缶
を
選
別
、
再
生
し

て
い
る
エ
コ
ー
プ
ラ
ザ
（
資
源

再
生
セ
ン
タ
ー
）
内
に
、
花
び

ん
や
ミ
ル
ク
入
れ
な
ど
を
製
作

で
き
る
「
ガ
ラ
ス
工
房
」
を
新

設
し
ま
す
。

稲
わ
ら
、
も
み
殻
な
ど
を
利

用
し
、
有
機
質
肥
料
と
し
て
再

資
源
化
を
図
る
「
堆
肥
セ
ン
タ

ー
」
建
設
の
た
め
の
調
査
を
進

め
ま
す
。

埋
立
処
分
さ
れ
て
い
る
�
燃
え

な
い
ご
み
�
を
破
砕
・
選
別
す

る
「
不
燃
物
破
砕
選
別
処
施
設
」

は
、
平
成
12
年
度
の
供
用
開
始

に
向
け
て
引
き
続
き
建
設
を
進

め
ま
す
。

蔵
岡
公
園
（
仮
称
）
予
定
地

に
、
二
酸
化
炭
素
を
多
量
に
吸

収
し
、
環
境
に
優
し
い
植
物
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
�
ケ
ナ

フ
�
を
栽
培
し
ま
す
。

西
湊
町
通
団
地
が
完
成

藤
見
町
団
地
の
設
計
に
入
る

西
湊
町
通
１
ノ
町
・
２
ノ
町

団
地
が
完
成
し
ま
す
。
ま
た
、

老
朽
化
し
て
い
る
藤
見
町
団
地

の
設
計
調
査
を
実
施
。
同
団
地

は
、
福
祉
施
設
も
整
備
し
、
県

営
住
宅
と
併
せ
て
建
て
替
え
を

行
い
ま
す
。

市　報　に い が た（3）予　算　特　集　号

総合福祉会館での事業開始　　　2億3746

衛生試験所の移転新築　　　　　10億900

特別養護老人ホームなど建設への助成 12億1559

デイサービスセンターの建設　　4億8070

デイサービスセンター運営費　　11億1934

寝たきり老人短期入所事業　 6億4796

ホームヘルパーの派遣事業　　　 8億8007

介護保険導入に向けた準備　　　4億3487

障害・高齢者にやさしいまちづくり推進 1億270

心身障害者小規模施設への助成　1億7423

知的障害者入所更生施設「十字園」建設助成

4億4806

乳児保育の充実　　　　　　　　4億1178

延長保育・一時的保育の充実　　3億1677

第３子保育料の無料化　　　　　　　　220

地域での子育て支援の充実　　　　　4275

母子生活支援施設の整備　　　　2億5570

市民健康診査の充実　　　　　　10億4597

救急医療体制の充実　　　　　　4億2497

市民病院の診療体制の充実　　　15億6047

〈健康福祉都市〉に向けた主な事業と予算額 （単位万円）

公共下水道の整備　　　　　　230億9500

農業集落排水の整備　　　　　　６億7000

道路・下水道の雨水対策　　　　25億8900

信濃川浄水場（仮称）の建設　　１億7664

防災情報システムの充実　　　　　　9500

消防ポンプ自動車の整備　　　　２億1009

「自然共生空間」創造指針の策定　　　350

佐潟周辺の自然環境保全　　　　　　2155

国際環境協力の推進　　　　　　　　1353

水と緑のネットワークづくり　　６億2317

コースタル・コミュニティ・ゾーンの整備

6500

緑の田園整備事業の推進　　　　２億1037

資源再生センターの運営　　　　２億4759

堆肥センターの建設調査　　　　　　　100

不燃物破砕選別処理施設の整備　２億1600

ケナフ栽培の普及啓発　　　　　　　　200

プラスチック資源化の推進　　７億1382

舞平し尿処理施設の整備計画　　　　4297

公営住宅の建設　　　　　　　　18億8000

〈快適生活都市〉に向けた主な事業と予算額 （単位万円）

コミュニティセンター、コミュニティハウスの建設

４億7500

郷土歴史博物館の建設　　　　　40億600

市民芸術文化会館周辺の整備　　10億3000

市制施行110周年事業　　　　　　　2232

音楽文化会館の改修　　　　　　3億3000

図書館業務の新システム導入　　　　1400

西総合スポーツセンター屋内プール建設

４億5600

西海岸公園屋内プール建設　　　２億4000

太夫浜サッカー場の整備　　　　１億8200

焼却余熱利用施設「アクアパーク」の建設　　

20億7500

コンピューター教育の推進　　　４億3462

音楽教育の振興　　　　　　　　　　2300

全国中学校体育大会夏季大会への助成 830

小・中学校の全面改築・大規模改造事業

29億6500

新潟青陵看護福祉心理大学の創設費助成　　　

10億4280

〈文化創造都市〉に向けた主な事業と予算額 （単位万円）

万代島再開発事業　　　　　　 5億8133

新潟空港の整備と機能強化の推進　 4億637

空港アクセス道路網の整備　　 7億3600

新潟港の整備と利用活性化　　　 1億913

国際経済交流と貿易の振興　　　　　1965

ハルピン市友好都市提携20周年事業　3132

ワールドカップサッカー開催対策　　 5080

鳥屋野潟総合運動公園の整備　 22億6556

弁天線の整備　　　　　　　　　 31億8600

万代橋下流連絡路関連道路整備　 20億1700

幹線道路の整備　　　　　　　　 19億5400

ふれあいネットワークづくり

4億3600

土地区画整理事業の推進　　　 3億6954

中小企業への制度融資（新規融資枠）278億

商店街にぎわい回復作戦の展開　　 3187

中心市街地活性化基本計画の策定　　 2000

園芸銘産品の育成　　　　　　　　 1040

総合卸売センターの整備　　　 19億4836

外部監査制度の導入（包括外部監査） 2100

〈中枢拠点都市〉に向けた主な事業と予算額 （単位万円）

堂
に
会
す
る
に
い
が
た
文
化
ま

つ
り
（
仮
称
）
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
郷
土
文
化
へ
の
愛
着

を
深
め
て
も
ら
う
機
会
と
し

て
、
「
新
潟
の
歴
史
・
文
化
」

展
を
開
催
し
ま
す
。

図
書
館
業
務

新
シ
ス
テ
ム
の
開
発

市
立
図
書
館
の
業
務
を
オ
ン

ラ
イ
ン
化
し
、
貸
出
、
返
却
、

４車線化に向け、整備が進む弁天線

昨年のこどもコンサート

ポンプが増設される白山公園ポンプ場

岡山乳児園内の地域子育て支援センターで楽しく過す親子

水と緑あふれる広大なオープンスペースとして生まれ変わった白

山公園。やすらぎ堤と一体となり、市民芸術文化会館や県政記念館

など周辺の景観と調和した空間は、訪れる人々に心の潤いをもたら

してくれます。市では「次世代に誇りを持って引き継げる、水と緑

の回廊づくり」を基本理念に、これからも緑豊かで快適な空間を創

造していきます。

（歩行者優先道路づくり）


